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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は骨芽細胞で発現するオステオカルシン(OC)遺伝子に着目し、哺乳類人工染色体

ベクターを用いてヒト間葉系幹細胞株の骨分化をモニターする蛍ルシフェラーゼレポータ

ーシステムの作成を行なった。本研究で構築したMSC株はルシフェラーゼ活性においてデキ

サメタゾン投与では上昇せず、活性型ビタミンD3投与によって上昇を認めた。これら正負

の応答性は、骨芽細胞分化における内在のOC遺伝子発現変動を調べた先行研究の結果と一

致する結果であった。本論文の内容は、MSCから骨芽細胞への分化と、骨芽細胞が成熟する

段階に効果を示す薬剤の検出に役立つ可能性が示され、明らかに学術水準を高めたものと

認める。 


